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 立教大学教授の加藤喜之氏が『福音派―終末信仰に引き裂かれるアメリカ社会』を上梓

している。よく読まれているらしく、短い間に版を重ねている。米国の政治は、プロテス

タント諸教会の中から、教派を超えて結集した「福音派」と言われる宗教団体に大きな影

響を受けていると報道されている。本書は「福音派」の信仰と働きを中心に、米国の社会

と政治にキリスト教がいかに深く、強い影響を与えているかを克明に伝えている。日本で

は、あまり報道されていないので、来日した大衆伝道者のビリー・グラハムの名を知るく

らいであろう。米国は「信教の自由」を求めて建国した国であるから、「政教分離」の原則

は貫かれているが、「市民宗教」としてのキリスト教の影響の大きさに驚くと同時に、米国

人はキリスト教信仰となると、理性を放棄し、判断を停止してしまうのかと不思議に思う。 

私は「福音派」の聖書知識の無知と、彼らが歴史に逆行する群れであることを指摘した

い。教会は、聖書は人間を救う言葉が記されている「神の言葉」と信じ、聖書に忠実な信

仰に生きるように宣教してきた。それは、教会として当然の使命である。「福音派」の源流

は「原理主義」にある。「原理主義」は、自分は正統で真理である原理、原則を保持してい

ると主張し、聖書の言葉をそのまま逐語的に信じることを強要する。しかしそれは、現代

の科学的な知識、聖書の文献学批判から逸脱する。「原理主義」は弱体化せざるを得ないだ

ろう。この現代において、創世記の創造論とダーウィンの進化論のどちらを教えるかの裁

判が行われる米国の異常さに驚く。ところが、この原理主義を基本として、1970 年代後半

から「福音派」と言われる宗教団体が急速に台頭してきた。「次のビリー・グラハム」と呼

ばれたファルウェルは次のように語っている。合衆国はいま道徳的な危機に陥っている。

映画やテレビ番組や雑誌やエンターテインメント全般において、道徳的な退廃と堕落が見

られ、これに対して神の裁きは間近に迫っている。合衆国が陥っている罪が五つある。中

絶、同性愛、ポルノ、教育における神をも恐れない人間中心主義、壊れた家族である。こ

れらの悔い改めを強力に呼びかけた。彼の呼びかけの背後には、神の右に座すキリストの

再臨による終末が近いから、人々に悔い改めを激しく求める熱意に燃えていた。そこでは、

古き良き時代の米国の家父長的家族への回帰、堕胎禁止、性的少数者排除、旧約聖書的な

他民族差別、そして、キリストの再臨に備えるイスラエル国家再建が強く訴えられている。

彼はまた、キリスト教徒が社会に参加しないことは、中世の修道僧と同じだと、政治とは

距離を置いていた「福音派」の人々に選挙登録、情報拡散に動員し、政治参加を強要した。

「福音派」は 20～ 30％の票田になるので、大統領候補者たちは、それを取り込みたい。彼

らが「福音派」とどう向き合い、利用してきたか、そして、離れて行ったかの報告は興味

深い。共和党の大統領は大方「福音派」を利用して政治勢力を伸ばしたことは確かであり、

民主党の大統領も「福音派」と深い関りを持ち、紆余曲折しながら、訣別した事実もある。

トランプ大統領は当然「福音派」に後押しされているが、「福音派」の短絡した善悪二元論

とトランプの思惑は響き合い、社会を二分し、分断を加速させている。加藤氏は「福音派

の台頭の背後にあったのは、権力への意志のみだったのだろうか」と問い、反対者たちは

「福音派が愛を説くイエスの生き方と教えを具体化し、この滅びつつある荒廃した世界の

和解者になることを望む」と書いている。私は、米国の政治家、宗教者たちは神の名を唱

えて発言するが、神を自分に都合よく利用しているように思える。キリスト教の核心は主

イエスの生と死と復活である。主イエスは十字架で死んで人間の罪を赦し、全ての人と共

に生きよ、キリストの復活がそれを保証すると約束された。愛を説くキリストは無く、神

を利用し、自己を獲得する福音派の教説は歴史に逆行する。 


